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別紙３              
                           

令和5年度厚生労働科学研究費補助金 
循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 

成人先天性心疾患に罹患した成人の社会参加に係る支援体制の充実に資する研究 
 

分担研究報告書 
先天性心疾患をもつ患者の就労を中心とした社会参画のために 

小児期から準備しておくべき課題の抽出 
研究分担者 平田 陽一郎（北里大学医学部小児科学 准教授） 

研究協力者 本田 崇（北里大学医学部小児科学 講師） 
研究協力者 高梨 学（北里大学医学部小児科学 診療講師） 
研究協力者 中川 直紀（株式会社リコモス 代表取締役兼CEO） 

研究要旨 本研究では、患者・家族や医療者側ではなく、雇用する企業側の『真の』ニーズを

理解する目的で、障碍者雇用紹介企業に取材して、アンケート調査を行った  

A. 研究目的 

先天性心疾患患者が成人した時の重要な社会

参画の一つとして「就労」が挙げられる。これ

までの先行研究あるいは各種の研究事業など

において、すでに社会支援制度に関するパンフ

レット、HPなどは充実したものが作成されて

いる。にもかかわらず先天性心疾患患者の就労

が阻害されている本当の理由を探ることが必

要であると考えた。そこでまず研究者は、患者・

家族や医療従事者ではなく、患者を雇用する企

業側のニーズを明らかにして、受け入れ側の意

識と患者側の認識のギャップを明らかにする

ことを目的として研究を開始した。 

B. 研究方法 

障碍者就職支援企業である株式会社「リコモス」

の代表取締役である中川直紀氏を講師として

招き、北里大学内にて医療後援会を実施した

（資料添付）。（中川氏は自身も小児期発症の

腎疾患で小児期から通院が必要であり、成人後

も腎疾患を抱えながら同社を起業されている

患者自身でもある）。2023年11月2日にオンラ

インと対面のハイブリッドで行い、医師、看護

師、ソーシャルワーカーなどを中心に約50名の

参加がえられた。株式会社「リコモス」の活動

内容の紹介、現在の日本の障碍者雇用制度の枠

組みなどを紹介していただいたほか、同社と取

引のある障碍者雇用を行っている企業650社を

対象にアンケート調査を行った結果などを聴

取した。 

C. 研究結果 

事業者650社の採用担当者のうち、109社から

回答を得た。その結果のごく一部を記載する 

① 「最も採用しやすい障碍は何か」という質

問に対し、心疾患は34.2％と最も多い回答

を得た。次いで上肢、下肢、腎疾患、など

が続いた。また「障碍者雇用として心疾患

患者を積極的に雇用しようと思うか」とい

う質問に対して「はい」という回答は62.

2％であった。我々の意識では心疾患患者

は重症なイメージがあり企業側から避け
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られている先入観があったが、実際にはそ

のような意識は見られないことが明らか

となった。 

② 「先天性心疾患という病気を知っている

か」という質問に対し、「知っている」と

いう回答は48.6％であった。国民の多くが

罹患する高血圧・心疾患に比べ、出生100

人に対して1人程度の発症率である希少な

疾患である先天性心疾患であるが、予想以

上に企業の採用担当者の疾患への認知は

進んでいると思われた。 

③ 「心疾患のある就職希望者が、中高生の段

階から準備しておくべきことは何か」とい

う質問に対しては、「一般的な学生と同じ」

「興味のあることに失敗してもいいから

チャレンジしておく」「具体的な症状を医

療関係者以外にも分かりやすく説明でき

ること」「健常者と変わらない意識が必要

だと思います」などの回答が得られた。 

D. 考察 

実際に障碍者雇用を行っている、または障碍者

紹介企業である「リコモス」と取引してる企業

からは、我々が想像するよりも「先天性心疾患」

に対する「苦手意識」が少ないことがうかがわ

れた。また企業担当者は、これから就労を希望

する若者に対して「他の若者と変わらないチャ

レンジ精神とやる気」を求めている実態が明ら

かとなった。これまで我々医療者の支援体制は、

ともすればソーシャルワーカーを通じた社会

制度や就労支援制度の紹介にとどまっていた

が、実際の就労に必要なのは、患者自身が健常

者と変わらない意識で就労にチャレンジしよ

うとするマインドであることがうかがわれる。

もちろんこれらのアンケート調査は、あくまで

回答した企業からのみの意見であり、実際には

それほど心疾患の就労に前向きな企業ばかり

とは限らないだろう。しかし我々医療従事者、

特に小児心疾患患者を担当している小児科医

の意識が「どうせ就労してもすぐ離職してしま

うのではないか」「すこしでも肉体的・精神的

な負担の少ない仕事のほうが安全ではないか」

といった意識にとらわれていた可能性は否定

できない。これらの点を踏まえ、次年度の活動

では、医療従事者、とくに出生から思春期まで

患者を診療する小児医療者を中心に、患者を就

労させるために必要な支援を考えさせるよう

な工夫、成果をあげるにはどのようにするべき

かを検討し、小児循環器学会・成人先天性心疾

患学会とも連携しながら方策を検討していく

ことが必要であると考えられた。 

 

E. 結論 

障碍者雇用を行っている事業者へのアンケー

ト調査結果を踏まえ、就労する先天性心疾患患

者への支援に際して、どのような「意識変革」

が必要なのかを具体的に考え、学会レベルでの

活動につなげていく必要があると思われた。 

F. 健康危険情報 

今年度の活動では、患者に具体的に健康面での

危険性を与える活動は行わなかった。 

G. 研究発表 

１．論文発表 なし 

２．学会発表 なし 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 なし 

２．実用新案登録 なし 

３．その他 なし 

 

（参考資料：講演会案内パンフレット） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


